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── 4年ごとに行われる女子ソフトボールのワールドカッ

プ。昨年7月にイタリアで行われた決勝ラウンドでは、日

本は宿敵米国を破って優勝しました。しかし、決勝ラウ

ンドの初戦では米国に2 - 0 で完封負けしています。どう

やってチームを立て直したのでしょうか。

　日本は若い選手が中心のチームで、チャンスになっ

たらもう硬くなって打てないなど、米国との初戦は、

技術ではなく精神的なもので負けたと思いました。そ

れで、試合後に活を入れました。

── 何をしたのですか。

　若い選手たちには、英語が分からないとか、どうし

ても米国に対するコンプレックスがあったと思うんで

す。対して米国チームは、どこへ行っても自分たちが

ナンバーワンだと思っていて、負けた私たちのそばを

悠々と笑いながら引き揚げていく。そこで、次に勝つ

のは私たちよということを見せつけようと、試合後も

バッティング練習を続けました。ボール球を振らない

こと、コンパクトにバットを振り切ることを念頭に、

とにかく精神力を見せてやろうと、一人一人が100球

ぐらい打ち込みました。すごく暑い中でやるこの練習

に絶対意味があると伝えました。これで選手たちは、

やっぱり自分たちのプレーをやろうよと、気持ちを切り

替えることができたのではないかと思います。

──決勝ラウンド2度目の対戦となった最終戦では、6-1で

見事に米国を破りました。

　米国は、初戦に日本を完封したピッチャーではなく、

決勝ラウンド前の日米対抗戦で、日本を6回まで無安

打に抑えた左腕を先発させました。米国は最終戦ま

でこのピッチャーを温存していましたが、それまでの

米国の監督の選手起用法からして、必ず最終戦に出て

くる、というのが私たちの読みでした。それが当たり、

低めに投げてくるピッチャーなので、低めに強いバッ

ターをそろえ、打ち崩すことができました。

　監督として大事なのは、戦略だと思っています。

相手の出方によってこちらの戦略を変えていくのが私

のやり方です。試合を重ねながら、我々は変化して

いくということを選手に伝えて、チャレンジするので

はなく、とにかく日本の勝利を目指そうよと伝えてい

ます。

── 2021年の東京五輪でも決勝で米国を破っていますね。

　米国は打つ能力がすごく高いチームですが、こちら
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が先に点を取れば、プレッシャーを感じてしまうチーム

でもあるんです。いかに米国から先取点を挙げるかが

私たちの課題でしたが、東京五輪の決勝では、内野

安打で先取点を取ることができ、勝利につながりま

した。課題にきっちり答えを出せば、結果はついてき

ます。

── 若い選手はどのように育てるのですか。

　指導者が連携して、グラウンドだけじゃなくて生活

のマネジメントも全部やらないといけないと考えてい

ます。例えば上野（由岐子）みたいな選手は、自分

で何もかもできるんですよ。でも若い選手って、ぴち

ぴちの若さですからもうすごく元気なのはいいんです

けど、どうしても友達と遊んだりしたい。だけど、自

分を抑えなければいけないときがあって、この大事な

一戦をしっかり考えようよと仕向けていくことが必要

です。

　根性じゃないけど、自分たちが絶対に勝ちますと

いう精神力を出していかないと。ワンチームとして

戦うことがすごく大事で、これは今しかできないよ、

とか。

── 3年後のロサンゼルス五輪に向けて、どういうチーム

を作りたいですか。

　海外のグラウンドは大きくて、なかなかホームラン

は出にくい。そこで、守備を中心としながらも、戦略

として足で相手を攻略するチーム作りを考えたいです。

今の代表チームは外野手を始め内野手もみんな足が

速いです。

──日本代表として選手を選抜する基準はあるのですか。

　たとえばアジアの大会などでは、レベルがちょっと

まだまだでも、将来的に上野と同じレベルに行くかも

しれないというところがあれば、高校生のピッチャー

も連れて行きます。でも、ワールドカップはやっぱり

優勝しないといけないですから、若い選手を使うのは

すごく難しい。

──日本代表ではどのように選手を強化するのですか。

　若い選手を呼び寄せて技術とか精神的なものとかを

全日本で強化しても、結局自分のチームではそれを使

わないから、元のチームに帰ったら前のレベルに戻っち

ゃうんです。そこで、日本代表選手には、金メダルを

取りにいかないといけないという私の考えを徹底的に

伝えます。もし負けても君たちは堂々とソフトボールを

続けていい、負けたら監督が責任を全部取って消える

から安心しなさい、だから3年間みんなで頑張ろう、

と言っています。

　それと、若い選手だけでなく、やはり経験ある選手

も必要です。もっとも、経験のある選手でもうまくい

くとは限らない。私のソフトボールは結構サインプレー

があるんですが、所属するチームが違うので失敗も多

い。なかには、所属チームで4番を打っているので、

監督からサインを出されたことがないという選手もい

る。でも、私のチームでは、4番打者は4番目の打者で

しかなくて、ゲームが始まったら4番打者も9番目や

1番目になることがある。一流選手は全部1番という

私の戦略でやってほしい、と伝えます。

── 選手にはどのようなことを求めますか。

　心技体、体技心で、やっぱり人間力を高めていか

ないといけないと思います。選手には、優勝スピーチ

の練習をさせます。私が題を作って、1分間でもいい

からしゃべらせる。慣れてないですから、泣きながら

しゃべる子もいる。でも私は、それは損するよ、金

メダルを取ったのにしゃべれないというのは、いくら

シャイでも良くないよと、会話のキャッチボールをし

ながら練習させます。

　正直に言うと、私が一番苦手なのは日本語です。

でも、しゃべらないといけないから、一番好きになら

ないといけない。レベルが高い人が聞けばお前の日本

語は何なんだよと思うかもしれないけど、私にすれば

一生懸命しゃべっている。だから、あなたも怖がる必

要はない、私が見本です、と伝えます。最終的には、

みんな私よりずっとしゃべれるようになってます。
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── 全日本の強化合宿などでも、そのように選手に話し

かけるのですか。

　練習のときも練習じゃないときも、話しかけます。

朝起きて、その子の表情を見るんですね。何か悩みが

あるのかなとか。その子の問いかけに対して何か答え、

私も成長していく。

　会話では、例えば「雨でびっしょり」と言うべき

ところを私が「雨でびっくり」と日本語を間違えて、

突っ込まれたりします。そういうやり取りを通して子

どもたちはついてきます。「宇津木監督ってイメージ

がすごく怖いです」と言われて、「いや、もう一人の

宇津木（妙子元監督）の方が怖いでしょ」と言った

りとか。

── 選手との会話は日本女子ソフトボールの伝統なんでし

ょうか。宇津木妙子元監督は、サウナでずっと選手たちと

話し込んでいたそうですね。

　私はサウナが嫌いなんですけど、一度納得がいかな

いことがあって、宇津木妙子元監督とサウナで議論し

たことがあります。しゃべっていて気付いたら、もう

のぼせちゃって、倒れそうになりました。私は選手たち

と散歩しながら話すことが多くて、2、3万歩も歩いて

話し込むこともあります。それから部屋飲み。遠征先

のホテルの私の部屋に集まって、ワインを飲みながら

わあわあ話すんですけど、私は先に寝ちゃいます。

── 宇津木妙子元監督と言えば、1分間で100球とかの

ペースでやる速射砲ノックが有名でした。

　そんな速いノックを、私はしないですね。たぶん性

格が違う。選手時代、捕球しようと横に跳んだらまだ

立ち上がってないのに向こう側にノックするんです。

誰のペースでやってるのか聞いたら、「自分のペースだ」

と言う。こちらも頭を使わないといけないから面白が

って球を取ってましたけど、私はそういう練習はしま

せん。

── 2022年から始まったJDリーグ（ジャパン・ダイヤ

モンド・ソフトボールリーグ）についてお聞きしますが、

それまでのリーグとの違いは何ですか。

　ソフトボールは野球と違い、観客と選手の距離が近

いです。例えば米国では、ベンチの中で選手がずっと

歌を歌ったりしている。東南アジアでは、ベンチに太

鼓を持ち込んで、打て打てとかリズムをとる。JDリー

グでは、パフォーマンスやイベントでお客さんに楽し

んでもらう。選手とファンの距離が縮まって、毎試合

来るようなお客さんもいます。上野選手の髪形を真似

したり、選手に誕生日プレゼントを持ってきたり。私

の所属するビックカメラ高崎なんかは、来場するのは

社員よりファンのお客さんの方が多いです。

──さらにソフトボールを普及させるために、どういうこと

を考えてますか。

　世界で勝たないとなかなかメディアで取り上げても

らえませんから、まずは勝つことです。それから、も

う本当に子どもたちにあこがれてもらって、日本代表

の上野みたいな選手になりたい、後藤（希友）みたい

な選手になりたいというようになれば、もう本当に

一番いいじゃないかなと思っています。

──日本代表の監督として一番苦労することは何ですか。

　五輪では、日本代表を最終的には15名しか選べな

い。ちょっと残酷ですね。合宿のときは17名なんで

すよ。紙一重の差で2人が落ちてしまう。この2人に

なんて言ったらいいのか、すごくつらいです。

── 宇津木さんは中国出身で、1988年に日本に来て、

一番苦労したことは何ですか。

　やはり最初は、日本語にすごく苦労しました。中国

語と字は似ているんですけど、意味は違うことが多い。

例えば日本語の「手紙」は、中国語では「トイレット

ペーパー」の意味になってしまいます。今でも、自分

の考えを日本語でどうやって選手たちに伝えるか、

結構難しく感じます。英語より難しいんじゃないでし

ょうか。
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── 日本と中国とでは、コミュニケーションのとり方に

違いはありますか。私のイメージでは、中国人の方が相手

に積極的に話しかけてくる印象があるのですが。

　何か話して、中国だったら、え、なんで私？ってなる

ところを、日本の選手たちは純粋に「はい」と答え、

すごく素直に言うことを聞いてくれると思います。監

督としてはやりやすいんですけれど、嫌だったら嫌だ

とはっきり言いなさいと、先輩も交えたコミュニケー

ションを欠かさないようにはしています。例えば2人

だけの席でお前、これをやれ、と言うといじめになっ

てしまう。みんなで話していくことが大事です。

── 宇津木さんは選手として、シドニー五輪で銀メダル、

アテネ五輪で銅メダルでした。一番思い出に残っている

ことは何ですか。

　やはりシドニーの3試合連続ホームランじゃないで

しょうか。アテネは正直に言うと貢献できず、何で銅

メダルなんだと、すごく責任を感じました。でも、宇

津木妙子監督を見て、自分がもし監督をやったらこう

いうふうにやるんじゃないかとか考えながら終わった

大会でもありました。反省して、強化していく。

── 2008年の北京五輪では「上野の413球」などもあり、

日本は念願の金メダルを獲得しました。

　アテネ五輪の後、上野をさらに強化しようと米国に

連れて行きました。最初は嫌がったんですけど、君が

成長すれば日本のソフトボール界は20年苦労しない、

と言って。たった4日間で、いろいろなボールを覚え

ました。そこが上野のすごいところなんですよ。北京

五輪の決勝では、それまで五輪三連覇の米国と当た

りました。本当に強いチームだったけど、連投にもか

かわらず上野は決勝で投げるための練習をしてきてい

ましたから、見事に完投勝利を挙げました。

── 北京五輪の後、上野選手は一種の燃え尽き症候群

みたいになってしまった時期もあったのですよね。

　はい。やれと強制するとかえってマイナスになって

しまうので、まずトレーニングコーチをさせました。

選手にトレーニングを教えるためには、無理してでも

自分が動かなくてはいけないですから。ピッチャーを

しなくていいからバッターをやりな、とも言いました。

そうしたらそのうち、やっぱり日本代表へ復帰したいと

言ってきました。じゃあ、復帰戦は必ず勝たせるから

と言って私も日本代表の監督になり、2012年の日本

としては42年ぶりの世界選手権（現ワールドカップ）

優勝につながりました。

　今グラウンドに来る選手たちは、上野がこの年で頑

張っているんだから私も頑張ってみたいという気持ちが

あって、愛情とかお互いの協力があるから、やっぱり

日本のソフトボールは強いんじゃないかなと思います。

── 指導者としてはどういうことを心がけていますか。

　選手を大切に、大事にしていくというのが指導者の

宿命じゃないかなと思います。選手は10人いればゲー

ムができるけど、指導者は1万人、2万人が集まって

もゲームはできない。そこを押さえないと。

　私、本が好きなんです。スポーツの本は一切読ま

ないんですけど、いろいろな経営者の本を読みます。

一流の人はわずかで、一流の人間の考え方はたぶん

ほぼ似ているんですよ。だから、新聞も経済新聞。本

を読むと、思考が膨らんできて、いろいろな発想が

出てきます。この人の失敗の理由はこれか、こうすれ

ば成功するかも、とか。ソフトボールしか考えてない

自分ですけど、経済に思いを馳せるのは楽しいです。

── 今日はありがとうございました。
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